
交差点に建つコンビニエンスストアに隣接するコインランドリーである。通常、コインランドリーでは機械の表面だけが見えるようにレイアウトされ、

換気のための大きなダクトや、受水槽、ボイラーなどは、メンテナンススペースとともにバックヤードに押し込められ、表側に見えてくることはない。

ただ実際のバックヤードは、住宅では見ることのないような大きなダクトがまるで生き物のように縦横無尽に天井付近に居座り、そのインダストリアル

な雰囲気がとても魅力に思えた。このランドリーでは、そうした普段隠されているといっても過言ではない裏側を表出するようなオープンな空間を目指

して計画した。亜鉛メッキ鋼板のスパイラルダクトが生き物のように蠢くさまが LGS の隙間から少しだけ見えることで、無人に運営されるランドリーが

無機質ではなく、有機的な空間となることを意図としている。
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